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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第１期

第２四半期
連結累計期間

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

売上高 (千円) 17,071,064

経常利益 (千円) 3,703,639

四半期純利益 (千円) 2,267,275

四半期包括利益 (千円) 2,267,275

純資産額 (千円) 18,132,690

総資産額 (千円) 39,585,463

１株当たり四半期純利益金額 (円) 71.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

(円) ―

自己資本比率 (％) 45.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 516,062

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △66,186

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,165,613

現金及び現金同等物の
四半期末残高

(千円) 11,908,440

　

回次
第１期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 25.33

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　当社は、平成25年４月１日に単独株式移転により設立されたため、前連結会計年度以前に係る記載はしてお

りません。
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２ 【事業の内容】

当社は、平成25年４月１日に単独株式移転により株式会社フージャースコーポレーションの完全親会社

として設立されました。これに伴い当社グループは、当社並びに連結子会社３社により構成されることに

なりました。当社グループの当第２四半期連結累計期間における事業の内容及び関係会社の状況は以下の

とおりであります。

（1）事業の内容

当社グループは、マンション及び戸建住宅の分譲・販売業務を行っている不動産販売事業、マンショ

ン管理及びこれに付帯する業務を行っている不動産管理事業を展開しております。

　連結子会社「株式会社フージャースコーポレーション」は、主に新築マンションの企画・開発・販売

を行っており、シニア向けマンション分譲事業や新規エリアへの展開など、事業の拡大を目指しており

ます。

　連結子会社「株式会社フージャースアベニュー」は、首都圏エリアを中心に、戸建住宅の企画・開

発・販売を行っており、高品質の住まい、美しく快適な街づくりを追究しております。　

　連結子会社「株式会社フージャースリビングサービス」は、分譲マンションの管理サービスを行って

おり、生活に密着したサービス事業を展開し、良質なコミュニティの形成や顧客満足度の最大化を追求

しております。

　

当社グループの事業に係る位置付け及びセグメントとの関係は、次のとおりであります。なお、セグ

メントと同一の区分であります。

(Ⅰ) 不動産販売事業

① マンション及び戸建住宅の分譲・販売

顧客の様々なニーズに対応すべく、柔軟な商品企画を展開したマンション及び戸建住宅の分譲・販

売を行っております。また、他社分譲マンションの販売代理業務を行っており、自社分譲マンション

の新たな商品企画やエリア展開に発展させております。

② その他収入

主に、アセットマネジメント業務、プロパティマネジメント業務、分譲マンション購入者のローン

事務取次業務を行っております。　

(Ⅱ) 不動産管理事業

① マンション管理

分譲マンションの管理サービスを行っております。

② その他収入

分譲マンションの顧客への保険・物品等販売の代理及び斡旋等の生活サービス業務、工事受託業務

を行っております。

EDINET提出書類

株式会社フージャースホールディングス(E27281)

四半期報告書

 3/25



　

当社グループの事業系統図は、次のとおりであります。
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（2）関係会社の状況

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業の内容
議決権の所
有　　割合

(％)
関係内容

(連結子会社)

株式会社フージャース
コーポレーション
(注)３,４

　
東京都
千代田区

 
2,400,240

 
不動産販売事業

 
100.0

　
役員兼任２名
経営管理、業務受託

株式会社フージャース
アベニュー

東京都
千代田区

50,000 不動産販売事業 100.0 役員兼任１名
経営管理、業務受託

株式会社フージャース
リビングサービス
(注)５
 

東京都
千代田区

50,000 不動産管理事業 100.0 役員兼任１名
経営管理、業務受託

(注) １ 「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報に記載された名称を記載しております。

２ 上記のうち、株式会社フージャースコーポレーションを除いて、最近連結会計年度において有価証券届出書

又は有価証券報告書を提出している会社はありません。

３ 特定子会社であります。

４ 売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く）の連結売上高に占める割合が10％を超えておりますが、当該

連結子会社は、最近連結会計年度において有価証券報告書の提出会社であるため、主要な損益情報等の記載

を省略しております。

５ 平成25年４月１日付で、有限会社マイホームライナーと合併しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、投資家判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は新

規設立に伴う有価証券届出書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

当社は、平成25年４月１日に単独株式移転により株式会社フージャースコーポレーションの完全親会社

として設立されましたが、連結範囲に実質的な変更はないため、前年同四半期及び前連結会計年度末と比

較を行っている項目については、それぞれ株式会社フージャースコーポレーションの平成25年３月期第２

四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）及び平成25年３月期連結会計年度末

（平成25年３月31日）と比較しております。

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におきまして、契約戸数は717戸、引渡戸数は632戸、当第２四半期連結会計

期間末の管理戸数は8,880戸となっております。その結果、当第２四半期連結累計期間における業績とし

て、売上高17,071,064千円（前年同四半期比11.1％増）、営業利益3,907,120千円（前年同四半期比

20.9％増）、経常利益3,703,639千円（前年同四半期比19.6％増）、四半期純利益2,267,275千円（前年同

四半期比13.7％増）を計上いたしました。

　

当社グループの主力事業であります不動産販売事業において、分譲マンション及び戸建住宅の多くは、

工事途中に契約が進捗いたしますが、その売上高は売買契約成立時ではなく、建物完成後の顧客への引渡

時に計上されるため、その引渡時期により四半期ごとの売上高に偏りが生じる傾向があります。　

　

　セグメントごとの業績を示しますと、次のとおりであります。

(Ⅰ) 不動産販売事業

当第２四半期連結累計期間におきまして、売上高16,564,477千円、営業利益3,881,129千円を計上い

たしました。

① 不動産売上高

「デュオＴＸみらい」「デュオシティ西日暮里ステーシア」「デュオアベニュー府中武蔵野」等

513戸の引渡により、売上高16,175,228千円を計上いたしました。

② 販売手数料収入

「グレンパーク駒場」「ノルディック八千代緑が丘」等119戸の引渡により、売上高141,168千円を

計上いたしました。

③ その他収入

ローン取扱手数料の他、賃貸収入等を合わせまして、売上高248,079千円を計上いたしました。
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(Ⅱ) 不動産管理事業

当第２四半期連結累計期間におきまして、売上高506,587千円、営業利益28,096千円を計上いたしま

した。

① マンション管理収入

マンション管理において、「デュオＴＸみらい」「デュオシティ西日暮里ステーシア」「デュオシ

ティ上野松が谷」等の管理業務を新たに開始し、売上高405,013千円を計上いたしました。

② その他収入

保険代理事業、生活サービス事業及び工事受託事業を中心に、売上高101,574千円を計上いたしま

した。

　

（2） 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末におきまして、事業用地の仕入れ及び新規借入の増加等により、資産合計

が39,585,463千円（前連結会計年度末比12.6％増）、負債合計が21,452,772千円（前連結会計年度末比

12.2％増）、純資産合計が18,132,690千円（前連結会計年度末比12.9％増）となりました。

　

（3） キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におきまして、主に長期借入金の新規調達に伴う財務活動によるキャッ

シュ・フローの増加により、現金及び現金同等物が3,615,489千円増加し、その残高が11,908,440千円と

なりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動において増加した資金は、516,062千円(前年同四半期は5,455,265千円の増加)となりまし

た。これは主として、税金等調整前四半期純利益の金額が、事業用地の仕入れによるたな卸資産の増加

に伴う資金の減少額を上回ったことによるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動において減少した資金は、66,186千円(前年同四半期は242,415千円の増加)となりました。

これは主として、貸付による支出によるものであります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動において増加した資金は、3,165,613千円(前年同四半期は2,702,996千円の減少)となりまし

た。これは主として、長期借入金の収入によるものであります。

　

（4） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（5） 研究開発活動　

該当事項はありません。
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（6） 生産、受注及び販売の実績

①売上実績

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年９月30日）

セグメントの名称
売上高
（千円）

（Ⅰ）不動産販売事業 　

①不動産売上高 16,175,228

②販売手数料収入 141,168

③その他収入 248,079

不動産販売事業合計 16,564,477

（Ⅱ）不動産管理事業 　

①マンション管理収入 405,013

②その他収入 101,574

不動産管理事業合計 506,587

合計 17,071,064

（注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２ セグメント間取引については、相殺消去しております。

 ３ 当社グループの主力事業であります不動産販売事業においては、売買契約成立時ではなく顧客への引渡時に

売上が計上されるため、その引渡時期により四半期ごとの売上高に偏りが生じる傾向があります。

　

②販売実績

区分

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

期初契約数
戸数
取扱高

期中契約数
戸数
取扱高

期中引渡数
戸数
取扱高

期末契約残
戸数
取扱高

不動産販売
591

19,245,603
戸
千円

717
23,241,079

戸
千円

632
21,378,939

戸
千円

676
21,107,742

戸
千円

（注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２ 取扱高はマンション及び戸建住宅等の販売価格(税抜)総額であり、共同事業・販売代理物件におきましては

売主に帰属する売上高を含んでおります。

 ３ 当社は、平成25年４月１日に単独株式移転により株式会社フージャースコーポレーションの完全親会社とし

て設立されましたが、連結範囲に実質的な変更はないため、期初契約戸数及び期初取扱高に関しましては、

株式会社フージャースコーポレーションの平成25年３月期連結会計年度末（平成25年３月31日）の実績を引

継いで記載をしております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,555,600 31,555,600
東京証券取引所
(市場第一部)

（注）

計 31,555,600 31,555,600 ― ―

(注) 権利内容に何ら限定のない、当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 31,555,600 ― 2,400,240 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

　 　  平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ティ・エイチ・ワン 東京都文京区小石川4-16-13 4,355,600 13.80

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 998,800 3.17

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口）

東京都中央区晴海1-8-11 947,500 3.00

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川4-12-3 781,600 2.48

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町2-2-2 548,300 1.74

廣岡　哲也 東京都豊島区 478,000 1.51

神林　忠弘 新潟県新潟市中央区 372,500 1.18

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木1-6-1  363,000 1.15

マネックス証券株式会社 東京都千代田区麹町2-4-1 353,710 1.12

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町2-11-3 306,300 0.97

計 ― 9,505,310 30.12

　

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,553,800 315,538 ―

単元未満株式 普通株式 1,800 ― ―

発行済株式総数 31,555,600 ― ―

総株主の議決権 ― 315,538 ―

　

　

② 【自己株式等】

　該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

当社は、平成25年４月１日に単独株式移転により設立されたため、当四半期報告書の提出日現在におけ

る当社役員の状況を記載しております。

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)

代表取締役

社長
－ 廣 岡 哲 也 昭和38年６月25日

昭和62年４月 株式会社リクルートコスモス(現、株式

会社コスモスイニシア)入社

注３ 478,000

平成６年12月 有限会社フージャース(現、株式会社

フージャースコーポレーション)設立

　 代表取締役就任

平成14年10月 株式会社フージャースリビングサービス

代表取締役就任

平成15年４月 株式会社フージャースハート

代表取締役会長就任

平成17年４月 株式会社フージャースキャピタルパート

ナーズ代表取締役就任

平成25年４月 株式会社フージャースコーポレーション

代表取締役会長就任(現任)

当社代表取締役社長就任(現任)

取締役
財務経理

部長
伊 藤 晴 康 昭和40年８月11日

平成元年４月

 
株式会社リクルートコスモス(現、株式

会社コスモスイニシア)入社

注４ ―

平成20年４月 株式会社フージャースコーポレーション

入社

平成21年６月 同社執行役員管理部長就任

平成25年４月 同社管理部長（現任）

平成25年６月 当社取締役財務経理部長就任（現任）

取締役 － 伊久間  努 昭和42年７月３日

平成４年４月 伊藤忠商事株式会社入社

注３ 6,400

平成15年７月 デルコンピューター株式会社(現、デル

株式会社)入社　

平成17年12月 株式会社リヴァンプ入社

平成21年６月 株式会社フージャースコーポレーション

取締役就任

平成21年12月 株式会社ウォーターダイレクト代表取締

役社長就任(現任)

平成25年４月 当社取締役就任(現任)

取締役 － 中 川 智 博 昭和39年７月10日

平成元年４月 株式会社リクルートコスモス(現、株式

会社コスモスイニシア)入社

注３ ―

平成４年４月 株式会社コスモスライフ入社

平成19年９月 株式会社リオ・ホールディングス設立

　 代表取締役就任(現任)

平成21年１月 株式会社リオ代表取締役就任(現任)

平成21年６月 株式会社フージャースコーポレーション

取締役就任

平成25年４月 当社取締役就任(現任)

常勤監査役 － 金 子 恭 恵 昭和35年２月７日

昭和55年４月 積水ハウス株式会社入社

注５ 226,600

昭和61年12月 株式会社リクルートコスモス(現、株式

会社コスモスイニシア)入社

平成12年４月 株式会社フージャースコーポレーション

入社

平成17年10月 株式会社フージャースリビングサービス

取締役就任

平成21年６月 株式会社フージャースコーポレーション

常勤監査役就任(現任)

株式会社フージャースリビングサービス

監査役就任(現任)

平成25年４月 当社常勤監査役就任(現任)

株式会社フージャースアベニュー監査役

就任(現任)
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)

監査役 － 中 井 啓 之 昭和37年２月14日

昭和60年４月 株式会社リクルート入社

注５ 16,000

昭和62年４月 株式会社リクルートコスモス(現、株式

会社コスモスイニシア)入社

平成12年７月 株式会社プラグマ設立

 

平成13年５月

代表取締役就任

同社取締役就任

平成13年６月 株式会社フージャースコーポレーション

常勤監査役就任

平成15年４月 株式会社フージャースリビングサービス

監査役就任

株式会社フージャースハート監査役就任

平成17年４月 株式会社フージャースキャピタルパート

ナーズ監査役就任

平成21年６月 株式会社フージャースコーポレーション

監査役就任

株式会社プラグマ代表取締役就任(現任)

平成25年４月 当社監査役就任(現任) 　 　

監査役 － 早 川 美恵子 昭和39年11月12日

昭和62年４月 株式会社リクルートコスモス(現、株式

会社コスモスイニシア)入社

注５ 100

平成７年10月 司法試験合格

平成10年４月 弁護士登録(第一東京弁護士会)

平成16年６月 株式会社フージャースコーポレーション

監査役就任

平成25年４月 当社監査役就任(現任)

計 727,100

(注) １　取締役　伊久間努及び中川智博は、社外取締役であります。

２　監査役　中井啓之及び早川美恵子は、社外監査役であります。

３　任期は、当社の設立日である平成25年４月１日から平成27年３月期に係る定時株主総会終結の時までであり

ます。

４　任期は、平成25年６月22日に開催された臨時株主総会終結の時から平成27年３月期に係る定時株主総会終結

の時までであります。

５　任期は、当社の設立日である平成25年４月１日から平成29年３月期に係る定時株主総会終結の時までであり

ます。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

（1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

（2）当社は、平成25年４月１日に単独株式移転により設立されたため、前連結会計年度以前に係る記載

はしておりません。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、海南監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,908,440

売掛金 125,538

販売用不動産 3,189,298

仕掛販売用不動産 21,509,625

前払費用 728,584

繰延税金資産 721,320

その他 351,180

貸倒引当金 △2,800

流動資産合計 38,531,188

固定資産

有形固定資産 494,578

無形固定資産 194,926

投資その他の資産
※ 364,769

固定資産合計 1,054,274

資産合計 39,585,463

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 949,292

1年内償還予定の社債 50,000

1年内返済予定の長期借入金 6,036,992

未払法人税等 550,707

前受金 1,511,883

預り金 342,581

賞与引当金 48,868

その他 546,007

流動負債合計 10,036,332

固定負債

社債 150,000

長期借入金 11,216,862

資産除去債務 24,828

その他 24,749

固定負債合計 11,416,440

負債合計 21,452,772

純資産の部

株主資本

資本金 2,400,240

利益剰余金 15,732,450

株主資本合計 18,132,690

純資産合計 18,132,690

負債純資産合計 39,585,463
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 17,071,064

売上原価 11,273,084

売上総利益 5,797,980

販売費及び一般管理費
※1 1,890,859

営業利益 3,907,120

営業外収益

受取利息 1,027

解約金収入 5,626

受取手数料 10,038

その他 1,988

営業外収益合計 18,680

営業外費用

支払利息 141,379

支払手数料 57,541

創立費 17,545

その他 5,695

営業外費用合計 222,161

経常利益 3,703,639

特別損失

固定資産除却損 1,464

特別損失合計 1,464

税金等調整前四半期純利益 3,702,175

法人税、住民税及び事業税 527,421

法人税等調整額 907,478

法人税等合計 1,434,900

少数株主損益調整前四半期純利益 2,267,275

四半期純利益 2,267,275
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,267,275

四半期包括利益 2,267,275

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,267,275

少数株主に係る四半期包括利益 －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,702,175

減価償却費 41,290

のれん償却額 31,417

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,599

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,877

受取利息及び受取配当金 △1,128

支払利息 141,379

売上債権の増減額（△は増加） 18,625

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,572,680

前払費用の増減額（△は増加） △119,922

仕入債務の増減額（△は減少） 352,406

未収消費税等の増減額（△は増加） 43,188

未払消費税等の増減額（△は減少） 99,303

前受金の増減額（△は減少） △1,739,869

預り金の増減額（△は減少） 114,806

その他 △98,088

小計 1,018,380

利息及び配当金の受取額 1,126

利息の支払額 △149,709

法人税等の支払額 △353,735

営業活動によるキャッシュ・フロー 516,062

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,440

貸付けによる支出 △40,500

敷金及び保証金の差入による支出 △20,076

敷金の回収による収入 1,838

その他 △6,008

投資活動によるキャッシュ・フロー △66,186

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,372,000

長期借入れによる収入 8,523,800

長期借入金の返済による支出 △1,771,907

社債の償還による支出 △25,000

配当金の支払額 △188,053

その他 △1,225

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,165,613

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,615,489

現金及び現金同等物の期首残高 8,292,951

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 11,908,440
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１　連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数　　　３社

　(2) 連結子会社の名称

　　　㈱フージャースコーポレーション

　　　㈱フージャースアベニュー

　　　㈱フージャースリビングサービス

　(3) 非連結子会社数　　　１社

　(4) 主要な非連結子会社の名称

　　　㈱フージャースキャピタルパートナーズ

当社の子会社である株式会社フージャースキャピタルパートナーズは事業を停止しており、重要性

が認められないため、連結の範囲から除外しております。

　

２　持分法の適用に関する事項

持分法適用会社はありません。

なお、非連結子会社株式会社フージャースキャピタルパートナーズは、四半期純損益及び利益剰余

金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため、持分法を適用しておりませ

ん。

　

３　連結子会社の四半期連結決算日に関する事項

連結子会社の四半期決算日は、四半期連結決算日と一致しております。

　

４　会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 子会社株式及び関連会社株式

 　　移動平均法による原価法

　② その他有価証券

 　　時価のないもの

　 　移動平均法による原価法

　③ たな卸資産

　ⅰ) 販売用不動産及び仕掛販売用不動産

　　　個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

　ⅱ) 貯蔵品

　　　最終仕入原価法
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

　　 建物(建物付属設備を除く)　・・・定額法

　　 その他　・・・定率法

 なお、主な耐用年数は、建物及び構築物８～39年、機械装置及び運搬具６年、工具、器具及び

備品５～15年であります。

② 無形固定資産　

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法によって

おります。

③ リース資産

　　 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　 　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

　

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に基づき、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当期に見合う分を計上し

ております。

　

(4) のれんの償却方法及び償却期間に関する事項

３～５年間で均等償却しております。

　

(5) その他四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　　消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

なお、資産に係る控除対象外消費税等は、発生四半期連結会計期間の期間費用として処理して

おります。

　

EDINET提出書類

株式会社フージャースホールディングス(E27281)

四半期報告書

19/25



　

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

投資その他の資産 7,961千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※1　販売費及び一般管理費の主要項目

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年９月30日）

販売促進費 604,333千円

人件費 482,440千円

賞与引当金繰入額 48,868千円

貸倒引当金繰入額 2,599千円

　

　2　季節的変動性

当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　当社グループの主力事業であります不動産販売事業においては、売買契約成立時ではなく顧客への引

渡時に売上が計上されるため、その引渡時期により四半期ごとの売上高に偏りが生じる傾向がありま

す。　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年９月30日）

現金及び現金勘定 　　　11,908,440千円

現金及び現金同等物 　　　11,908,440千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

当社は平成25年４月１日に単独株式移転により設立された完全親会社であるため、配当金の支払額は

下記の完全子会社の株主総会において決議された金額であります。

決議 株式の種類
配当金の
総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月22日
定時株主総会

普通株式
（㈱フージャース
コーポレーション）

189,333 600 平成25年３月31日 平成25年６月25日 利益剰余金
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四半期連結貸借対照表

計上額
時価 差額

(1)現金及び預金 11,908,440 11,908,440 ―

(2)売掛金 125,538 125,538 ―

資産計 12,033,978 12,033,978 ―

(1)支払手形及び買掛金 949,292 949,292 ―

(2)1年内償還予定の社債 50,000 50,006 6

(3)1年内返済予定の長期借入金 6,036,992 6,043,468 6,476

(4)未払法人税等 550,707 550,707 ―

(5)預り金 342,581 342,581 ―

(6)社債 150,000 150,070 70

(7)長期借入金 11,216,862 11,225,144 8,282

負債計 19,296,434 19,311,270 14,835

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の
総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月11日
取締役会

普通株式 189,333 6.00 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金

　

(金融商品関係)

１　金融商品の状況に関する事項

(1)金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、資金調達については主に金融機関か

らの借入及び社債により調達を行っております。

　

(2)金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク並びにリスク管理体制

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されており、投資有価証券は主として業務提携等に

関連する株式であります。各取引は社内の権限規定に従い取引を行っており、営業債権については相手

先別期日別に管理し、投資先については定期的に財務状況の把握を行っております。

　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。主に借入金

及び社債は不動産販売事業における仕入れに係る資金調達であり、このうち変動金利の借入金について

は金利変動のリスクに晒されております。

　

２　金融商品の時価等に関する事項

四半期連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。

　

当第２四半期連結会計期間末（平成25年９月30日）

（単位：千円）

(注)１ 金融商品の時価の算定方法に関する事項

資　産

(1)現金及び預金、並びに(2)売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
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　 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

社債 50,000 50,000 50,000 50,000 ―

長期借入金 6,036,992 5,610,092 3,764,000 712,770 1,130,000

リース債務 2,450 1,988 1,341 447 ―

合計 6,089,442 5,662,080 3,815,341 763,217 1,130,000

　
負　債

(1)支払手形及び買掛金、(4)未払法人税等並びに(5)預り金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(2)1年内償還予定の社債、(6)社債

当社の発行する社債の時価は、元利金の合計額を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引

いた現在価値により算定しております。

(3)1年内返済予定の長期借入金、(7)長期借入金

これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現

在価値により算定しております。
　

２ 金銭債権の連結決算日後の償還予定額

当第２四半期連結会計期間末（平成25年９月30日）

(単位：千円)

　 １年以内

現金及び預金 11,908,440

売掛金 125,538

　 12,033,978

　
３ 社債、長期借入金及びリース債務の連結決算日後の返済予定額

当第２四半期連結会計期間末（平成25年９月30日）

　（単位：千円）
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社グループは、マンション及び戸建住宅の分譲・販売を行っている「不動産販売事業」とマンション

管理及びこれに付帯する業務を行っている「不動産管理事業」の２つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

不動産
販売事業

不動産
管理事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 16,564,477 506,587 17,071,064 － 17,071,064

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

7,200 2,685 9,885 △9,885 －

計 16,571,677 509,272 17,080,949 △9,885 17,071,064

セグメント利益 3,881,129 28,096 3,909,225 △2,105 3,907,120

（注） １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去△7千円及び各報告セグメントに配分していない持株会

社（連結財務諸表提出会社）の損益△2,098千円であります。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 71円85銭

    (算定上の基礎) 　

   四半期純利益金額(千円) 2,267,275

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 2,267,275

   普通株式の期中平均株式数(株) 31,555,600

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

２ 【その他】

第１期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当について、平成25年11月11日開催の取

締役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

①　配当金の総額 189,333千円

②　１株当たりの金額 6円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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海南監査法人

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   古　 川 　雅　 一   ㊞

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   溝　 口　 俊　 一   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月14日

株式会社フージャースホールディングス

　　取　締　役　会 　 御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社フージャースホールディングスの平成25年４月１日から平成26年3月31日までの連結会計年度の第２
四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25
年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フージャースホールディングス及
び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営
成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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